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あ
な
た
の
車
の
運
転
経
験
は
何
年
で
す
か
？　

今
や
、運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
の
う
ち
、10
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
と
い

う
時
代
。特
に
、最
近
の
交
通
事
故
の
状
況
を
見
る
と
、高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
事
故
の
傾
向

や
加
齢
に
伴
う
身
体
機
能
の
低
下
に
つ
い
て
知
り
、安
全
運
転
で
思
い
や
り
の
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め
る
割
合
は
44
％
と
半
数
近

く
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
負
傷
者
に
つ
い
て
、
ど
ん
な
状
況
で
事

故
を
起
こ
し
て
い
る
か
を
見
て
み
る
と
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
で
は
「
自
動
車
乗
車
中
」
が
49
％
と
最
も

多
く
、続
い
て「
自
転
車
乗
用
中
」（
23
％
）、「
歩
行
中
」

（
16
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
年
齢
層

と
の
比
較
で
は
、「
自
動
車
乗
車
中
」
の
負
傷
者
が

最
も
多
い
の
は
30
歳
代
で
す
が
、
そ
の
数
は
2
年
連

●
６５
歳
以
上
で
自
動
車
乗
車
中
の

　

事
故
が
増
加

警
察
庁
の
資
料
に
よ
る
と
、
2
0
0
6
年
の
交
通

事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
1
1
0
万
人
に
達
し
、
8

年
連
続
で
1
0
0
万
人
以
上
を
記
録
し
ま
し
た
。
死

亡
し
た
人
は
全
体
で
6
3
5
2
人
で
、
そ
の
う
ち
65

続
で
減
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
高
齢
者
は
年
々
増
加

を
続
け
て
い
て
、
06
年
は
6
万
3
0
0
0
人
余
り
と

な
り
、
最
近
10
年
間
で
2
・
2
倍
と
上
昇
が
目
立
ち

ま
す
。

●
事
故
件
数
は
全
体
で
８４
万
件

事
故
の
状
態
を
さ
ら
に
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、

原
付
以
上
運
転
者
（
第
１
当
事
者
※
）
の
事
故
発
生

件
数
は
、全
年
齢
層
を
合
わ
せ
て
83
万
8
0
0
0
件
。

そ
の
う
ち
65
歳
以
上
は
10
万
件
近
く
と
な
っ
て
い

て
、
前
年
に
比
べ
て
1
3
0
0
件
増
え
て
い
ま
す
。

10
年
前
（
1
9
9
6
年
）
を
1
0
0
と
し
て
計
算

す
る
と
、全
体
は
1
1
4
と
や
や
増
え
て
い
る
中
で
、

65
歳
以
上
は
2
2
3
、
さ
ら
に
75
歳
以
上
に
限
っ
て

見
て
み
る
と
3
2
5
と
な
り
、
高
齢
運
転
者
に
よ
る

事
故
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

※
第
1
当
事
者
と
は
、
事
故
の
当
事
者
の
う
ち
過
失
の
最
も

重
い
者
ま
た
は
過
失
が
同
程
度
な
ら
人
身
の
損
傷
程
度

が
最
も
軽
い
者
の
こ
と
。

●
あ
な
た
は
大
丈
夫
？
身
体
機
能
の
衰
え

高
齢
に
な
る
と
、
体
を
支
え
る
腹
筋
や
背
筋
が
衰

え
る
こ
と
で
前
か
が
み
の
姿
勢
に
な
り
や
す
く
、
そ

の
た
め
に
視
界
が
狭
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
視
力
や

聴
力
の
衰
え
が
重
な
っ
て
判
断
力
・
反
応
力
が
鈍
く

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
身
体
機
能
の
衰
え
が
運
転
中
の
事
故

に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
歩
行
時
を
含
め
て

高
齢
者
に
あ
り
が
ち
な
行
動
の
特
質
と
し
て
、
次
の

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

【
加
齢
に
よ
る
機
能
低
下
の
特
徴
】

（
1
）外
界
へ
の
注
意
力
が
欠
け
る

（
2
）視
覚
・
聴
覚
の
低
下

心
得
そ
の
二 

心
得
そ
の
三 

心
得
そ
の
一 

高
齢
者
の
事
故
の 

特
徴
を
知
る
べ
し 

加
齢
に
よ
る
体
の 

衰
え
を
理
解
す
べ
し 

体
操
で
身
体
機
能
を 

ア
ッ
プ
す
べ
し 

心
得
そ
の
二 

心
得
そ
の
三 

心
得
そ
の
一 

高
齢
者
の
事
故
の 

特
徴
を
知
る
べ
し 

加
齢
に
よ
る
体
の 

衰
え
を
理
解
す
べ
し 

体
操
で
身
体
機
能
を 

ア
ッ
プ
す
べ
し 



＜目の運動で視界を広げる＞ 

目の周りには多くの筋肉が集

まっています。筋肉をほぐして

目の疲れを防ぐとともに、視力

の低下・視野狭さくを予防しま

しょう。 

左腕を前に伸ばし、人さし

指の指先を見る（15秒間） 

指先を左に動かしながら、顔を

動かさずに目で追う（15秒間） 

腕を下ろし、遠くを見る（15秒

間）。反対の腕も同様に行う 

ぐるりと眼球を回す（8秒間） 思いっきり上を見る（3秒間） 

思いっきり下を見る（3秒間） 

（
1
）
測
定
さ
れ
る
側
の
人
は
、
利
き
腕
を
直
角
に
曲
げ
て
、ひ

じ
が
体
の
横
に
来
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
の
後
、
利
き
腕
の
手
の

指
を
軽
く
開
き
ま
す（
測
定
棒
が
触
れ
な
い
よ
う
に
）
。
 

（
2
）
測
定
棒
を
持
つ
人
は
、
相
手
の
親
指
と
人
さ
し
指
の
間
に

棒
の
一
番
下
の
部
分
を
入
れ
、
棒
の
一
番
上
を
持
っ
て
真
っ
す
ぐ

に
立
て
ま
す
。
 

（
3
）
測
定
棒
を
持
つ
人
は
、
動
作
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
棒
を

離
し
ま
す
。
測
定
さ
れ
る
側
の
人
は
、
棒
が
落
ち
始
め
た
ら
素

早
く
そ
の
棒
を
つ
か
み
ま
す
。
 

（
4
）
棒
を
握
っ
た
こ
ぶ
し
の
最
上
端
（
人
さ
し
指
の
と
こ
ろ
）
の

位
置
で
敏
し
ょ
う
性
を
判
断
し
ま
す
。
 

＜評価＞（下からの距離） 

28.5～50ｃｍ：低い 

22.5～28.5ｃｍ：やや低い 

16.5～22.5ｃｍ：普通 

10.5～16.5ｃｍ：やや高い 

1～10.5ｃｍ：高い 

敏しょう性を測るテスト 

加齢による反応のレベルについて、

棒を使って測定してみましょう。 

【測り方】 
2人1組で行います。測定棒は、全長

約50ｃｍのものを用意します。 

 

※ここではJA共済「高齢者のため

の交通安全プログラム」での測定

棒「にぎるくん」を使用。「にぎるく

ん」はJA共済が開催している「高

齢者のための交通安全プログラム」

の参加者全員に配布しています。 
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（
3
）全
身
反
応
時
間
の
低
下

（
4
）危
険
へ
の
理
解
が
足
り
な
い
人
が
い
る 

な
ど

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
場
合
、
若
者
に
比
べ
て
一
般

的
に
判
断
力
や
反
応
時
間
の
低
下
、視
野
狭
さ
く（
視

界
が
狭
く
な
る
こ
と
）
の
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ハ
ン
ド
ル
や
ブ
レ
ー
キ
の
操

作
が
遅
れ
た
り
、
信
号
や
標
識
を
見
落
と
し
が
ち
で

す
。
ま
た
「
き
っ
と
相
手
の
方
が
停
止
し
て
く
れ
る

だ
ろ
う
」「
飛
び
出
し
て
く
る
こ
と
は
な
い
は
ず
」

な
ど
と
思
い
込
み
、
結
果
と
し
て
事
故
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

●
自
分
の
腕
を
過
信
し
な
い
で

年
齢
を
重
ね
る
こ
と
で
身
体
機
能
が
衰
え
る
こ

と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
加
齢
に
よ
っ
て

行
動
が
意
識
に
追
い
つ
か
な
か
っ
た
り
、
複
雑
な
状

況
を
短
時
間
で
判
断
す
る
力
が
落
ち
て
い
る
場
合
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
こ
と
を
き
ち
ん
と
理
解
し
、

よ
り
注
意
深
い
運
転
を
す
る
よ
う
に
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。
も
し
疲
れ
て
い
た
り
、
体
調
が
思
わ
し
く
な
い

と
き
は
ハ
ン
ド
ル
を
握
ら
な
い
と
い
う
判
断
も
必
要

で
す
。

ま
た
、
筋
肉
の
衰
え
を
防
ぐ
た
め
生
活
の
中
に
体

操
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
と
て
も
効
果
的
で
す
。

ハ
ン
ド
ル
を
握
る
前
は
も
ち
ろ
ん
、
日
ご
ろ
か
ら
体

操
で
手
や
足
な
ど
を
動
か
し
て
筋
肉
を
柔
ら
か
く
保

ち
、
全
身
の
機
能
を
活
性
化
し
て
身
体
機
能
の
低
下

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

心
得
そ
の
二 

心
得
そ
の
三 

心
得
そ
の
一 

高
齢
者
の
事
故
の 

特
徴
を
知
る
べ
し 

加
齢
に
よ
る
体
の 

衰
え
を
理
解
す
べ
し 

体
操
で
身
体
機
能
を 

ア
ッ
プ
す
べ
し 
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デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
の
生
産
技
術

や
消
費
拡
大
に
つ
い
て
情
報
交
換
を

行
う
「
デ
ル
フ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
交
流
会

i
n
と
よ
は
し
」
が
2
月
26
、
27
日

の
両
日
、
ホ
テ
ル
日
航
豊
橋
で
開
か

れ
た
。全
国
の
生
産
者
、市
場
・
仲
卸
・

生
花
店
、
農
業
関
連
団
体
、
J
A
関

係
者
ら
約
2
5
0
名
が
参
加
し
、
事

例
報
告
や
販
売
研
究
の
発
表
の
ほ
か
、

ほ
場
視
察
な
ど
を
行
っ
た
。

実
行
委
員
会
の
彦
坂
享
一
会
長
は

「
産
地
や
関
係
者
が
交
流
し
、
更
な

る
発
展
と
新
し
い
方
向
性
を
目
指
し

て
花
き
業
界
が
盛
り
上
が
る
こ
と
を

願
う
」、
白
井
良
始
組
合
長
は
「
情

報
を
共
有
し
て
一
層
の
経
営
向
上
に

努
め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

記
念
講
演
で
は
「
5
年
後
の
流
通

変
化
と
産
地
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」

と
題
し
て
、
㈱
大
田
花
き
の
磯
村
信

夫
社
長
が
、
花
き
需
要
の
変
化
や
新

た
な
販
路
へ
の
提
案
な
ど
に
つ
い
て

講
演
し
た
。

そ
の
他
、
交
流
会
で
は
各
産
地
の

取
り
組
み
事
例
の
報
告
や
流
通
業
者

の
販
売
研
究
の
発
表
、
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
実
演
な
ど
が
行
わ

れ
た
。

27
日
は
、
豊
橋
市
内
の
生
産
ほ
場

の
巡
回
が
あ
り
、
参
加
者
は
栽
培
方

法
や
農
業
経
営
に
つ
い
て
意
見
を
交

わ
し
て
い
た
。

フラワーアレンジメントあいさつする白井組合長ほ場視察講演する磯村社長

あいさつする彦坂享一会長

フラワーソムリエの金藤公夫氏全国から集まった参加者

ほ場視察フラワーアレンジメント

デルフィニューム交流会inとよはし

ほ場視察
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夢
ふ
く
ら
む
、花
ひ
ら
く

第
7
回
フ
ラ
ワ
ー
ド
リ
ー
ム

支
店
長
は
「
今
ま
で
の
業
務

や
対
応
を
も
う
一
度
見
直
し
、

新
た
な
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
ほ
し
い
」
と
支
店
職
員
に

呼
び
か
け
た
。

オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
2

月
16
日
か
ら
20
日
ま
で
の
5

日
間
、
通
帳
変
更
の
手
続
き

な
ど
を
行
っ
た
利
用
者
に
記

念
品
を
配
布
し
た
。

新
「
東
田
支
店
」
は
J
A

総
合
中
期
計
画
に
掲
げ
る
支

店
再
編
の
一
つ
。
東
田
支
店

と
牛
川
支
店
の
2
店
舗
を
再

編
し
た
。
支
店
構
想
の
中
で

新
築
店
舗
は
前
芝
支
店
、
中

央
支
店
に
次
い
で
3
店
舗
目
。

新
「
東
田
支
店
」
の
オ
ー

プ
ン
セ
レ
モ
ニ
ー
が
、
東
郷

町
の
同
支
店
で
開
か
れ
た
。

支
店
再
編
協
議
会
関
係
者
、

地
域
関
係
者
、
施
工
業
者
ら

約
60
名
が
参
加
し
た
。

白
井
良
始
組
合
長
は
「
新

店
舗
は
開
発
相
談
機
能
も
備

え
た
地
域
の
拠
点
に
な
る
。

皆
様
か
ら
愛
さ
れ
る
支
店
を

め
ざ
し
て
J
A
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

式
で
は
施
工
業
者
へ
の
感

謝
状
贈
呈
に
続
き
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
。

営
業
開
始
を
前
に
、
東
田

地
域
に
愛
さ
れ
る

店
舗
め
ざ
す

東
田
支
店
オ
ー
プ
ン

一
市
長
は
「
愛
知
県
は
花
の

王
国
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
機

に
花
や
緑
に
ふ
れ
あ
っ
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
中
央
広
場

に
は
「
夢
ふ
く
ら
む
、
花
ひ

ら
く
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
元

の
花
で
つ
く
る
巨
大
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
飾
ら
れ
た
。

地
元
生
産
者
に
よ
る
切

花
・
鉢
物
の
即
売
会
、
花
屋

さ
ん
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の

披
露
・
展
示
、
お
楽
し
み
抽

選
会
が
行
わ
れ
た
。

22
日
は
、
花
と
音
楽
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
題
し
て
、

地
元
出
身
の
4
人
組
バ
ン
ド

「
G
L
I
D
E
」
の
ラ
イ
ブ

が
あ
り
、
大
勢
の
来
場
者
で

盛
り
上
っ
た
。

春
の
訪
れ
を
告
げ
る
花
の

祭
典
「
第
7
回
フ
ラ
ワ
ー
ド

リ
ー
ム
」
が
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
豊
橋
店
で
開
か
れ
た
。

約
3
万
人
の
来
場
者
が
、
色

と
り
ど
り
の
花
々
に
見
入
っ

て
い
た
。

J
A
豊
橋
は
デ
ル
フ
ィ
ニ

ュ
ー
ム
を
は
じ
め
、
バ
ラ
、

カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
、
ス
イ
ー

ト
ピ
ー
、
グ
ロ
リ
オ
サ
、
カ

ス
ミ
草
な
ど
の
切
花
51
点
を

出
品
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
で
は
、
向
坂
秀
之
会
長
が

「
東
三
河
は
切
花
、
鉢
物
、

観
葉
植
物
、
ラ
ン
な
ど
花
の

生
産
が
盛
ん
な
地
域
。
た
く

さ
ん
の
花
を
な
が
め
て
春
を

感
じ
て
ほ
し
い
」、
佐
原
光

記念品配布 丁寧に対応する窓口担当職員 テープカット

JA展示ブースGLIDEライブ テープカット

あいさつする白井組合長



 

56
【全体運】集中力が増し、何事にも熱心に打ち込めそう。入学シーズンにあやかって、何か新しいことを始めてみて

【健康運】食生活が乱れがち。特にお酒は控えめに 【幸運を呼ぶ食べ物】麻婆豆腐
牡羊座

2009.4月●モナ・カサンドラ

3/21～4/19

豊
橋
市
は
、
市
役
所

で
農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
書
授
与
式
を
開
い

た
。
生
産
者
、
行
政
、

J
A
関
係
者
ら
約
70
名

が
出
席
し
た
。

こ
の
1
年
間
で
認
定

農
業
者
は
2
0
7
名

（
再
認
定
含
む
）
増
え
、

市
全
体
で
6
1
1
名
と

な
っ
た
。

佐
原
光
一
市
長
は

「
農
業
を
担
っ
て
い
く

方
が
増
え
た
こ
と
は
大
変
心
強
い
」、
市
農
業
委
員
会
の

牧
野
好
伸
会
長
は
「
魅
力
あ
る
農
業
、
や
り
が
い
の
あ
る

農
業
を
め
ざ
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

授
与
式
で
は
、
新
規
認
定
者
を
代
表
し
て
石
原
良
紀
さ

ん
が
佐
原
市
長
か
ら
認
定
書
を
受
け
取
っ
た
。

研
修
会
で
は
「
消
費
者
に
よ
ろ
こ
ば
れ
る
農
産
物
」
と

題
し
て
、
イ
オ
ン
リ

テ
ー
ル
㈱
食
品
商
品

部
の
岡
田
俊
美
部
長

が
食
を
取
り
巻
く
環

境
の
変
化
や
農
業
の

課
題
、
新
た
な
販
売

方
法
の
提
案
な
ど
に

つ
い
て
講
演
し
た
。

豊
橋
市
家
族
経
営
協
定

締
結
推
進
協
議
会
は
、
市

役
所
で
調
印
式
、
情
報
交

換
会
、
学
習
会
を
開
い
た
。

生
産
者
、
農
業
委
員
、
行

政
、
J
A
関
係
者
ら
約
60
名
が
参
加
し
た
。

今
年
度
は
新
規
18
戸
、
再
締
結
4
戸
が
協
定
を
結
ん
だ
。

宮
路
美
千
子
会
長
は
「
農
業
は
家
族
労
働
が
主
体
。
家

族
経
営
協
定
は
、
家
族
の
一
員
と
し
て
や
る
気
や
責
任
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
経
営
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

式
で
は
新
規
締
結
者
ら
が
提
出
し
た
協
定
書
を
確
認
し
、

宮
路
会
長
が
調
印
し
た
。

締
結
者
を
代
表
し
、
伊
藤
寿
記
さ
ん
が
「
家
族
の
話
し

合
い
の
も
と
、
農
業
の
発
展
と
魅
力
あ
る
農
家
経
営
に
努

め
た
い
」
と
宣
誓
し
た
。

学
習
会
で
は「
家
族
経
営
協
定
の
今
日
的
意
義
と
課
題
」

と
題
し
、

全
国
農
業
改
良
普
及
支
援
協
会
の
安
倍
澄
子

主
任
研
究
員
が
講
演
し
、「
経
営
の
目
標
・
夢
の
実
現
に

は
対
応
策
が
必
要
で
あ
り
、
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
が
重

要
」
と
話
し
た
。

大
村
園
芸
部
会
は
、
大
村
支

店
で
講
習
会
を
開
い
た
。
部
会

員
ら
26
名
が
参
加
し
、
仲
卸
業

者
か
ら
見
た
青
果
物
の
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

林
哲
哉
部
会
長
は
「
青
果
市

場
で
は
な
く
仲
卸
と
の
情
報
交

換
の
場
は
初
め
て
。
講
習
会
が

産
地
発
展
へ
の
機
会
に
な
る
こ

と
を
願
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

講
演
で
は
株
式
会
社
持
丸
食

品
の
持
丸
勝
志
社
長
が
社
会
的

環
境
や
食
生
活
の
変
化
、
食
品
流
通
の
傾
向
な
ど
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

バ
ブ
ル
期
に
海
外
の
料
理
が
日
本
に
浸
透
し
、
様
々
な

野
菜
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
持
丸
社
長
は
「
料
理

が
変
わ
る
と
と
も
に
食
材
も
変
わ
る
。
日
本
で
流
通
し
て

い
る
食
材
は
多
種
多
様
に
な
っ
て
き
た
。
ア
イ
テ
ム
が
広

が
っ
て
い
る
中
、
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
存
在
感
が
あ
る
」
と

話
し
た
。

ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
は
、
ほ

場
で
収
穫
し
た
ま
ま
の
形

で
食
卓
に
並
ぶ
た
め
、
自

然
を
表
現
す
る
料
理
に
適

し
て
い
る
と
い
う
。
持
丸

社
長
は
「
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ

は
料
理
の
中
で
鮮
度
や
生

命
を
感
じ
さ
せ
る
食
材
と

し
て
重
要
」
と
強
調
し
た
。

存
在
感
の
あ
る
食
材
を 

大
村
園
芸
部
会
が
講
習
会

家
族
で
話
し
合
い
を

家
族
経
営
協
定
調
印
式

農
業
経
営
の
改
善
め
ざ
す

講演する持丸社長

調印式

講演する安倍主任研究員 宣誓する伊藤さん

佐原市長から認定書を受けとる石原さん

講演する岡田部長
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豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
（
豊
橋

市
、
田
原
市
、
J
A
豊
橋
、
J
A
愛
知
み
な

み
）
は
、
ガ
ス
ビ
ル
サ
ー
ラ
で
地
産
地
消

の
お
料
理
教
室
を
開
い
た
。
約
40
名
の
参

加
者
が
料
理
作
り
に
挑
戦
し
た
。

料
理
は
「
旬
の
食
材
を
旬
の
季
節
に
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
元
で
生
産
さ
れ
る
食
材

を
使
っ
て
い
る
。
今
回
は
「
冬
野
菜
で
ほ

っ
こ
り
ゴ
ハ
ン
」
と
題
し
、
あ
さ
り
の
リ

ゾ
ッ
ト
、
豚
ロ
ー
ス
の
ナ
ポ
リ
風
、
だ
い

こ
ん
＆
ベ
ー
コ
ン
の
サ
ラ
ダ
、
パ
ン
ナ
コ

ッ
タ
ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ソ
ー
ス
の
4
品
を
作

っ
た
。

参
加
者
は
「
簡
単
な
の
に
、
高
級
感
あ

る
出
来
栄
え
に
驚
い
た
」「
手
軽
で
野
菜

た
っ
ぷ
り
で
お
い
し
か
っ
た
」「
家
で
も

作
っ
て
家
族
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」「
こ

れ
か
ら
も
っ
と
地
元
産
の
野
菜
を
利
用
し

た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

産
業
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
豊
橋
・

農
商
工
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
六
事
業
所
青
年
部
会
は
、
管
内
の
保

育
園
7
園
を
訪
れ
、
イ
チ
ゴ
の
プ
ラ
ン
タ

ー
苗
を
贈
っ
た
。

園
芸
班
の
杉
浦
正
允
班
長
は
園
児
に

「
大
き
く
て
甘
い
実
に
な
る
よ
う
に
、
毎

日
イ
チ
ゴ
に
話
し
か
け
て
く
だ
さ
い
」
と

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
え
た
。

園
児
か
ら
「
ど
う
し
て
イ
チ
ゴ
は
赤
く

な
る
の
」「
イ
チ
ゴ
の
実
に
ど
う
し
て
タ

ネ
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
の
」
と
質
問
が
あ
り
、

部
会
員
が
分
か
り
や
す
く
答
え
て
い
た
。

イ
チ
ゴ
プ
ラ
ン
タ
ー
苗
の
配
布
は
、
園

児
に
地
元
の
農
産
物
を
知
っ
て
も
ら
い
、

育
て
る
楽
し
さ
や
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
て

も
ら
お
う
と
部
会
が
企
画
し
、
今
年
で
8

年
目
の
取
り
組
み
。
配
布
し
た
プ
ラ
ン
タ

ー
苗
は
部
会
員
が
保
育
園
用
に
栽
培
管
理

し
て
き
た
。 青

年
部
会
が
園
児
に

イ
チ
ゴ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

地
域
の
持
続
的
発
展
と
連
携
に
つ
い
て

考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
豊
橋
サ
イ
エ
ン
ス

コ
ア
で
開
か
れ
た
。
地
元
の
民
間
企
業
・

団
体
、
行
政
、
大
学
・
研
究
機
関
の
関
係

者
約
2
0
0
名
が
参
加
し
た
。

基
調
講
演
で
は
「
施
設
園
芸
ビ
ジ
ネ
ス

で
1
億
円
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
め
ざ
せ
」
と
題

し
、
大
阪
府
立
大
学
大
学
院
生
命
環
境
科

学
研
究
科
応
用
生
命
科
学
専
攻
の
池
田
英

男
教
授
が
、
高
収
量
・
高
品
質
な
農
産
物

生
産
に
向
け
た
栽
培
管
理
に
つ
い
て
、
オ

ラ
ン
ダ
と
日
本
の
施
設
園
芸
を
比
較
し
な

が
ら
紹
介
し
た
。

池
田
教
授
は
「
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ウ
ス
は

技
術
の
塊
。
日
本
で
も
施
設
を
集
中
化
し
、

デ
ー
タ
に
基
づ
く
理
論
的
管
理
に
取
り
組

め
ば
、
1
億
円
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
近
づ
く
こ

と
が
で
き
る
。
夢
の
あ
る
農
業
を
ど
う
や

っ
て
実
現
す
る
か
常
に
考
え
、
め
ざ
し
て

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

旬
の
食
材
を
旬
の
季
節
に

地
産
地
消
の
お
料
理
教
室

青
年
部
会
は
本
店
で
全
体
研
修
会
を
開

い
た
。
部
会
員
ら
約
30
名
が
出
席
し
た
。

研
修
会
は
、
ア
ピ
タ
向
山
店
青
果
担
当

の
大
保
木
利
昌
課
長
が
、
小
売
業
か
ら
み

た
青
果
物
販
売
の
現
状
に
つ
い
て
講
演
を

行
っ
た
。

大
保
木
課
長
は
「
J
A
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
て
J
A
豊
橋
産
の
青
果
物
を
数
多
く

取
り
扱
っ
て
い
る
。
消
費
者
の
目
も
厳
し

く
な
っ
て
お
り
、
一
層
の
地
産
地
消
を
進

め
る
た
め
、
地
元
産
の
商
品
を
販
売
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

部
会
員
か
ら
「
無
農
薬
野
菜
は
魅
力
の

あ
る
商
品
で
す
か
」「
地
産
地
消
に
こ
だ

わ
る
消
費
者
は
多
く
な
っ
て
い
ま
す
か
」

「
外
国
産
と
国
産
の
野
菜
は
ど
の
よ
う
な

違
い
が
あ
り
ま
す
か
」
な
ど
質
問
が
あ
り
、

大
保
木
課
長
が
丁
寧
に
答
え
て
い
た
。

量
販
店
の
販
売
状
況
を
学
ぶ

青
年
部
会
全
体
研
修
会

【全体運】ゆったり気分で過ごせます。近場の温泉に出掛けるなど、のんびりできるレジャープランがおすすめ。お花見

も吉 【健康運】軽いストレッチで、健康運がアップ 【幸運を呼ぶ食べ物】梅酒
牡牛座

2009.4月●モナ・カサンドラ

4/20～5/20



４２ 

★小沢給油所廃止のお知らせ 

いなみセルフSSオープンに伴い、施設の老朽化により小沢給油所を廃止させ

ていただきます。地域の組合員・利用者のみなさまには、長年にわたりご利用

いただきまして、ありがとうございました。 

小沢小南東 

小島 

小沢小 

五並中 

文 

文 

表浜街道 

小島神社 

大応寺 
卍 

卍 

卍 

東観音寺 

正法寺 ★ 

小沢SS

いなみ 
セルフSS

セール期間中は、 

おトクなイベント実施予定!

セール期間中は、 

おトクなイベント実施予定!
セール期間中は、 

おトクなイベント実施予定!

※みのり4月号で、セール期間及びイベント内容をご案内します。 

平成21年 

4月下旬 

JA豊橋初 

カーメンテナンス 

対応型セルフSS

小沢支店 

78
【全体運】新しいジャンルに興味を持ちたいとき。特にデジカメ撮影やビデオ編集に挑戦すると、いい刺激が得られそう

【健康運】ストレス解消には音楽鑑賞がおすすめ 【幸運を呼ぶ食べ物】中国茶
双子座

2009.4月●モナ・カサンドラ

5/21～6/21



78
【全体運】落ち着いて行動すれば、トラブルを招かずに済みそう。読みかけの本など、中途半端になっていることを片づ

けて 【健康運】スポーツに励むと、若々しい気分に 【幸運を呼ぶ食べ物】エンドウ
蟹　座

2009.4月●モナ・カサンドラ

6/22～7/22

手
続
き
が
必
要
で
す
!!

農
地
改
良
と
は

●
所
有
者
又
は
耕
作
者
の
意
思
に
よ
り
耕
作
に
適
す
る
土
で
埋
め
立
て
盛
土

す
る
こ
と
。
又
は
、
土
壌
を
掘
削
（
原
則
と
し
て
地
表
か
ら
60
㎝
以
内
）

し
て
、
堆
肥
等
を
投
入
す
る
こ
と
（
な
お
、
堆
肥
の
施
用
量
は
、
作
付
け

す
る
作
物
の
適
切
な
量
と
し
、
過
剰
施
用
を
さ
け
る
こ
と
）。

農
地
改
良
に
使
用
で
き
る
土
等
と
は

●
山
土
等
耕
作
に
適
す
る
土
（
農
産
物
の
栽
培
に
適
す
る
土
）。

●
環
境
汚
染
が
無
く
作
物
の
生
育
を
助
長
す
る
堆
肥
等
。

手
続
き
は
ど
の
よ
う
に
す
る
か

①
隣
地
の
土
地
所
有
者
や
耕
作
者
に
よ
く
説
明
し
、
了
解
を
得
る
（
小
作
人

の
場
合
は
、
小
作
地
の
土
地
所
有
者
の
同
意
書
が
必
要
）。

②
必
ず
、
農
地
改
良
工
事
に
か
か
る
前
に
「
農
地
改
良
届
出
書
」
を
農
業
委

員
会
へ
提
出
す
る
（
耕
作
に
支
障
が
無
い
時
期
に
短
期
間
に
行
う
も
の
。

工
事
期
間
は
3
ヶ
月
以
内
）。

③
書
類
提
出
に
必
要
な
確
認
印
。

・
土
地
改
良
区
の
了
解
と
押
印
（
届
出
地
が
土
地
改
良

事
業
受
益
地
内
に
あ
る
場
合
）。

・
地
元
農
業
委
員
の
了
解
と
押
印
。

※
堆
肥
等
を
投
入
す
る
場
合
は
、
環
境
汚
染
及
び
作
物

の
生
育
へ
の
支
障
の
有
無
を
確
認
す
る
た
め
、
県
東

三
河
農
林
水
産
事
務
所
農
業
改
良
普
及
課
の
指
導
印

が
必
要
で
す
。

④
「
誓
約
書
（
廃
棄
物
で
埋
め
立
て
等
を
し
な
い
旨
）」（
届

出
者
及
び
業
者
の
連
名
で
）。

農
地
改
良
工
事
が
完
了
し
た
と
き

農
業
委
員
会
に
「
農
地
改
良
完
了
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
（
地
元
農
業
委
員
の
確
認
印
と
、
写
真
2
枚
を
添

え
る
）。

●「
農
地
改
良
届
出
書
」「
農
地
改
良
完
了
届
」
は
農
業
委

員
会
事
務
局
に
用
紙
が
あ
り
ま
す
。

●
そ
の
他
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

連絡先

豊橋市農業委員会（豊橋市役所西館3階） 電話 51－2951
愛知県東三河農林水産事務所農政課 電話 54－5111（内３２２・３５３）

（農地調整・農村対策グループ）

　　　　　　　及び農業改良普及課 電話 63－3529

農
地
改
良
に
は



東三河農林水産事務所農業改良普及課（担い手育成グループ　青年農業者担当） 

電　話　63－3529　　FAX　63－7023 

住　所　〒４４０-０８３３  豊橋市飯村町高山１１-４０ 

１ 

就
農
計
画
の
作
成 

す
で
に
家
に
入
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い 

５ 

就
農 

（
就
農
計
画
の
変
更
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
） 

６ 

経
営
開
始 

本
人
名
義
で
施
設
等
を
取
得 

（
授
業
料
、教
材
費
、調
査
費
な
ど
） 

（
４０
才
未
満
1
年
以
上
、
４０
才
以
上
6
ヶ
月
以
上
）
 

●
農
大
等
の
研
修
教
育
　
研
修
済
み
の
場
合
は
必
要
 

　
あ
り
ま
せ
ん
 

●
農
家
等
の
実
務
研
修
 

●
自
宅
等
の
指
導
研
修
（
普
及
課
等
に
よ
る
指
導
）
 

●
期
限
・・
経
営
開
始
5
年
目
ま
で
 

●
施
設
・
機
械
購
入
費
、種
苗
費
な
ど
、2
8
0
0
万
円
 

　
程
度
ま
で
 

※
本
人
分
の
簿
記
を
記
帳
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

２ 

申
請
書
の
提
出 

（
毎
月
２０
日
ま
で
） 

３ 

認
定
通
知 

（
翌
月
末
） 

４ 

研
修 

農
業
改
良
普
及
課
 

青
年
農
業
者
等
就
農
計
画
認
定
会
議
 

就
農
支
援
資
金
 

（
就
農
研
修
資
金
・
 

就
農
準
備
資
金
）
 

審
査
会
 

を
借
り
る
こ
と 

が
で
き
ま
す 

就
農
施
設
等
資
金
 
を
借
り
る
こ
と 

が
で
き
ま
す 

就農希望者 認定就農者 新規就農者 就農希望者 認定就農者 新規就農者 

就農 

認定就農者 
への道すじ 

認定 
就農者とは 

認定就農者 
になれる 
人って？ 

こ
れ
か
ら
始
め
る
農
業
の 

計
画
を
県
知
事
に
よ
り 

認
定
さ
れ
た
方
で
す
。 

１５
歳
以
上
４０
歳
未
満
の
方
 

ま
た
は
近
代
的
な
農
業
へ
の
 

知
識
・
技
能
を
持
つ
４０
歳
以
上
 

６５
歳
未
満
の
方
 

 将
来
、
県
内
で
就
農
し
、
農
業
経
営
の
 

担
い
手
と
な
る
方
 

原
則
と
し
て
、す
で
に
就
農
さ
れ
た
方
は
 

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
が
、家
に
入
ら
れ
て
 

１
年
以
内
の
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
 

 農
業
所
得
の
目
標
が
2
0
0
万
円
 

程
度
見
込
ま
れ
る
方
 

 農
大
等
を
卒
業
さ
れ
た
方
、こ
れ
か
ら
 

農
業
研
修
（
自
宅
研
修
含
む
）
を
受
け
る
方
 

１ ２ ３ ４ 

認定就農者に 
ついて 
認定就農者に 
ついて 
認定就農者に 
ついて 
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勤
労
観
・
職
業
観
を
育
て
、
子
ど
も
の

生
き
方
を
支
援
す
る「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

今
、
子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
変
化
に
流
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
将
来
、
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
自

立
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
「
生
き
る
力
」
を
身

に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、「
人
間
関
係
が
う
ま
く
築
け
な
い
」、

「
自
分
の
適
性
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
悩

み
を
抱
え
、
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
若

者
が
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
る
に
は
、
小
・
中
学

生
の
時
か
ら
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
通
し
て
、「
働
く

こ
と
」
へ
の
関
心
と
意
欲
を
高
め
、
社
会
人
と
し

て
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
姿
勢
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

働
く
こ
と
の
楽
し
さ
に
ふ
れ
、

職
業
に
つ
い
て
学
ぶ
小
学
生

豊
橋
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
小
学
校
3

年
生
が
こ
ど
も
未
来
館
こ
こ
に
こ
で
の
体
験
活
動

を
通
し
て
働
く
こ
と
に
対
す
る
見
方
や
考
え
方
を

養
う
、「
い
き
い
き
体
験
活
動
」
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。

ま
た
、
学

校
で
は
独
自

の
プ
ラ
ン
で

キ
ャ
リ
ア
教

育
を
進
め
て

い
ま
す
。

あ
る
小
学

校
で
は
、「
夢

づ
く
り
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
」

を
も
と
に
、

取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

4
年
生
で
は
、
ド
リ
ー
ム
マ
ッ
プ
作
り
を
通
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
に
つ
い
て
関
心
を
持
た
せ
、

将
来
の
夢
に
つ
い
て
学
習
し
、
発
表
し
ま
す
。
こ

の
学
習
を
受
け
て
、
6
年
生
で
は
、
職
業
調
べ
や

職
場
見
学
、
夢
実
現
の
た
め
の
学
習
を
進
め
ま
す
。

働
く
こ
と
の
意
義
、

楽
し
さ
や
厳
し
さ
を
体
験
す
る
中
学
生

中
学
校
で
は
、
2
年
生
を
中
心
に
、
3
〜
5
日

間
の
「
職
場
体
験
学
習
」
を
行
い
ま
す
。
平
成
20

年
度
は
、
全
中
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
た

ち
は
、
各
事
業
所
で
の
指
導
や
活
動
を
通
し
て
、

働
く
こ
と

の
楽
し
さ

や
厳
し
さ
、

そ
し
て
、

人
と
の
か
か
わ
り
方
な
ど
、
社
会
性
を
学
び
ま
す
。

3
年
生
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
体
験
や
学
習
を
生

か
し
て
、
将
来
を
見
据
え
た
進
路
選
択
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

豊
橋
市
の
子
ど
も
た
ち
を

地
域
で
育
て
て
い
き
ま
し
ょ
う

こ
れ
ま
で
も
職
場
体
験
学
習
で
は
、
多
く
の
事

業
所
や
商
店
、
農
家
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
き
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
習
し
ま
す
。
特
に
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
と
の
つ
な
が
り
は
、
子
ど
も
た
ち
を

大
き
く
成
長
さ
せ
ま
す
。

豊
橋
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域
の
手
で
育
て
て

い
く
」
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

の
受
け
入
れ
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
愛
知
県
と
し
て
も
、「
あ
い
ち
・
出
会

い
と
体
験
の
道
場
」
と
い
う
名
称
で
、
中
学
生
の

職
場
体
験
を
支
援
す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

中学生に体験のチャンスを与えてください!
～キラキラと輝く「笑顔」が見られるはずです～

農業についての夢を発表する小学生

柿畑で作業をする中学生

職
場
体
験
学
習
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
！

ワ
ー
ク

豊
橋
市
教
育
委
員
会



1112
【全体運】気楽に構え過ぎたり、深刻になってしまったり…と、状況判断を誤りがち。重要な決定はじっくり考えて。助

言を大切に 【健康運】健康法に凝らず、リラックスを心掛けて 【幸運を呼ぶ食べ物】桜もち
天秤座 9/23～10/23

2009.4月●モナ・カサンドラ

共

済

代

理

店

紹

介

豊
橋
市
菰
口
町
3
丁
目
90

三
河
モ
ー
タ
ー
ス
㈱

取
扱
商
品
／
自
賠
責
共
済　

31

－

4
1
8
8

ハ
イ
テ
ク
・
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
車
検
は
安
い
！

車
検
が
な
ん
と
5,
8
0
0
円
！　

車
検
諸
費
用

豊
橋
市
新
栄
町
字
東
小
向
79

－

1

㈱
丸
武
自
動
車
工
業

取
扱
商
品
／
自
賠
責
共
済　

31
－

5
5
7
7

昭
和
38
年
に

営
業
を
始
め
、

現
在
の
社
長
が

2
代
目
に
な
り

ま
す
。

お
客
様
に
喜

ば
れ
る
仕
事
を

す
る
よ
う
常
に

こ
こ
ろ
が
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、

ロ
ー
タ
ス
ク
ラ

豊
橋
市
東
脇
一
丁
目
21

－

4

㈱
N
A
C
中
島
自
動
車

取
扱
商
品
／
自
賠
責
共
済　

31

－

7
2
7
9

昭
和
50
年
に
現
在
と
同
じ
場
所
で
営
業

を
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
従
業
員
6
名
で

営
業
を
し
て
い
ま
す
。

お
客
様
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
心

が
け
て
丁
寧
・
迅
速
に
仕
事
を
し
ま
す
。

日

協

モ

ー

タ

ー

ス

西

崎

モ

ー

タ

ー

ス

㈲

市

川

兄

弟

自

動

車

㈲

高

塚

モ

ー

タ

ー

ス

穂

浪

自

動

車

整

備

㈲
ボ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
豊
南

㈲

後

藤

モ

ー

タ

ー

ス

㈱
な
か
じ
ま
モ
ー
タ
ー
ス

丸

善

モ

ー

タ

ー

ス

㈱

ガ

レ

ー

ジ

新

和

㈲

大

塚

モ

ー

タ

ー

ス

㈲

岩

田

自

動

車

㈲

丸

中

自

動

車

佐

々

木

自

動

車

㈲
林
自
動
車
サ
ー
ビ
ス

㈲

堀

江

自

動

車

㈲

高

橋

自

動

車

㈱

丸

武

自

動

車

工

業

若

見

自

動

車

㈲

加

藤

自

動

車

釆

女

商

会

西
山
オ
ー
ト
サ
イ
ク
ル

若

松

彌

㈱

伊

藤

商

会

篠

島

自

動

車

商

会

㈲

岡

田

モ

ー

タ

ー

ス

杉

浦

自

動

車

繁

廣

自

動

車

㈱
Ｎ
Ａ
Ｃ
中
島
自
動
車

東

邦

自

動

車

㈱

前

芝

自

動

車

㈲

㈱

太

田

モ

ー

タ

ー

ス

中
村
自
転
車
モ
ー
タ
ー
ス

渡

津

自

動

車

工

業

㈱

㈲

杉

野

自

動

車

㈲

中

山

モ

ー

タ

ー

ス

㈲

前

川

自

動

車

エ

ム

エ

ム

オ

ー

ト

㈲

藤

正

オ

ー

ト

永

坂

自

動

車

工

業

所

㈲

司

自

動

車

㈲
シ
バ
タ
モ
ー
タ
ー
ス

三

河

モ

ー

タ

ー

ス

㈱

シ
ゲ
ハ
ラ
自
動
車
鈑
金
塗
装

ダ

イ

ハ

ツ

東

㈲
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
ス
ギ
ウ
ラ

C
u
s
to

m
 H

o
rs

e
 A

 a
n
d
 E

共
済
代
理
店
一
覧 

ブ
と
い
う
全
国
組

織
に
加
盟
し
て
い

る
の
で
、
24
時
間

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

で
事
故
に
対
応
し
、

お
客
様
か
ら
の
要

望
に
迅
速
に
お
応

え
し
ま
す
。

は
別
途
、
車
検
に

合
格
し
な
い
場
合

は
別
途
料
金
が
か

か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

N
H
K
テ
レ
ビ

で
紹
介
さ
れ
た
実

績
有
！　

見
積
無

料
・
代
行
料
無
料
・

40
分
車
検
・
日
帰

り
車
検
・
1
泊
2

日
車
検
・
土
日
も

営
業
。
詳
し
く
は

お
電
話
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
。




